
田
原
市
で
は
、平
成
20
年
３
月
末
現

在
、１
０
１
地
区
で
自
主
防
災
会

が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
度
、各
自
主

防
災
会
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
に
つ
い
て

市
で
実
態
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、次

の
よ
う
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

■『
防
災
台
帳
』の
充
実
を

　
『
防
災
台
帳（
防
災
名
簿
）』は
、災
害
時

に
住
民
の
安
否
を
把
握
す
る
た
め
、自
主

防
災
会
が
自
主
的
に
整
備
し
て
い
る
も
の

で
す
が
、ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。特

に
ア
パ
ー
ト
住
民
や
、援
護
が
必
要
と
な

る
高
齢
者
や
障
害
者
、外
国
人
な
ど
は
、住

民
の
理
解
を
得
て
台
帳
に
登
録
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

■
防
災
講
習
会
の
広
が
り
を

　

各
自
主
防
災
会
で
は
、市
と
連
携
し
て

講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、よ
り
多

く
の
市
民
の
参
加
を
得
て
、防
災
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

実
態
調
査
の
結
果
を
受
け
、田
原
市

自
主
防
災
活
動
推
進
協
議
会（
自

主
防
災
会
を
取
り
ま
と
め
る
組
織
）で
は
、

市
と
各
校
区
、各
自
主
防
災
会
と
の
連
携

強
化
や
、市
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る

自
主
防
災
活
動
の
実
現
を
目
的
に
、平
成

19
年
度
に
、『
Ｐ

ピ
ー
デ
ィ
ー
シ
ー
エ
ー

Ｄ
Ｃ
Ａ
推
進
地
区
』を
６

地
区
指
定
し
ま
し
た
。

■
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は

　

プ
ラ
ン（
計
画
）の
Ｐ
、ド
ゥ（
実
施
）の

Ｄ
、チ
ェ
ッ
ク（
監
視
）の
Ｃ
、ア
ク
シ
ョ
ン

（
改
善
）の
Ａ
を
表
し
た
言
葉
で
、こ
れ
ら

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、活
動
を
改
善
し
て

い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

■
指
定
地
区
は

　

童
浦
校
区
、若
戸
校
区
、堀
切
校
区
、衣

笠
地
区
、福
江
地
区
、小
中
山
地
区
で
す
。

■
取
り
組
み
内
容
は

　

指
定
地
区
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
設

定
し
、地
域
特
有
の
課
題
解
決
や
住
民
の

　

田
原
市
で
は
、『
田
原
市
総
合
計
画
』に
お
い
て「
安
心
安
全
」を
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
し
て
掲

げ
、そ
の
実
現
の
た
め
に
、各
校
区
や
各
地
区
の
自
主
防
災
会
と
連
携
し
、防
災
対
策
の
強
化
を
進

め
て
い
ま
す
。災
害
が
発
生
し
た
と
き
、ま
ず
重
要
な
の
は
、家
族
や
隣
近
所
、自
主
防
災
会
が
中

心
と
な
る
避
難
誘
導
や
人
命
救
助
で
す
。こ
こ
で
は
、自
主
防
災
活
動
の「
現
在
」を
ご
紹
介
し
、市

民
の
皆
さ
ん
に
果
た
し
て
い
た
だ
く
役
割
に
つ
い
て
、一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊「 防 災 対 策 」に 関 す る
ご意見をお聞かせください

▼防災対策室
23局3548

　 saigai@city.tahara.aichi.jp

防災講習会の実施 防災台帳（防災名簿）の登録率「
田
原
市
自
主
防
災
活
動
実
態
調
査
」（
平
成
19
年
５
月
）

※
１
０
１
地
区
中
67
地
区
の
自
主
防
災
会
か
ら
回
答

10割
47.8％

9割以上
34.8％

5割未満
13.0％

実施中
50.8％未実施

44.4％

19年度新規　4.8％ 19年度新規　4.4％

防
災
意
識
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
開
催
し
た「
田
原
市
防
災

講
演
会
」で
は
、各
指
定
地
区
か
ら
成
果
の

発
表
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。次
頁
で
は
、そ

の
中
で
２
地
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
推
進
の
モ

デ
ル
と
し
て
、他
の
地
区
へ
の
波
及
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、能
登
半
島
地
震（
震
度
６

強
）、三
重
県
中
部
の
地
震（
震
度

５
）、新
潟
県
中
越
沖
地
震（
震
度
６
強
）が

相
次
い
で
発
生
し
、地
震
災
害
に
対
す
る

恐
ろ
し
さ
を
痛
感
し
た
１
年
で
し
た
。

　

来
る
べ
き
自
然
災
害
に
万
全
の
体
制

で
備
え
る
た
め
に
は
、自
主
防
災
活
動
に

対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
、そ
し
て
積
極
的
な
参
加
が
何
よ
り
重

要
で
す
。身
近
な
訓
練
や
講
習
会
に
積
極

的
に
参
加
し
、防
災
リ
ー
ダ
ー
や
役
員
さ

ん
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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「地域が守る
安心して暮らせる
安全なまち」

目指そう

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
。


